
ま
た
、
昭
和
二
○
年
代
以
降
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
服
部
之
総
、
家
永
三
郎
、
丹
羽
文
雄
、
古
田
武
彦
、
吉
本
隆
明
、
三
國
連
太

（
３
）

郎
、
高
史
明
、
山
折
哲
雄
、
五
木
寛
之
な
ど
、
多
く
の
研
究
者
や
作
家
ら
が
親
鶯
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
戦

後
社
会
の
生
活
大
系
の
再
構
築
の
要
請
、
実
存
的
自
己
把
握
の
確
立
の
た
め
、
大
き
な
示
唆
と
し
て
親
鶯
の
教
え
や
生
き
方
が
見
直
さ

（
４
）

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
指
摘
さ
れ
る
。
彼
ら
の
親
鶯
論
は
、
宗
門
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の

意
味
で
も
看
過
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

親
鶯
」
が
描
か
れ
て
い
た
。
（
２
）

泉
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

近
代
以
降
に
お
い
て
哲
学
者
・
思
想
家
・
文
化
人
な
ど
、
教
団
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
よ
っ
て
親
鶯
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

（
１
）

な
っ
た
。
例
え
ば
、
『
歎
異
抄
』
を
も
と
に
倉
田
百
三
が
著
し
た
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
（
一
九
一
七
年
）
は
、
当
時
の
若
者
た
ち
に
支

持
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
教
団
内
に
お
け
る
「
宗
祖
親
鶯
」
で
は
な
く
、
悩
み
を
持
っ
た
ひ
と
り
の
「
人
間

親
鶯
」
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
親
し
み
や
す
い
親
鶯
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
だ
し
、
そ
の
後
、
幅
広
い
層
に
愛
好
さ
れ
る
一
つ
の
源

戦
後
に
お
け
る
親
鴬
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

は
じ
め
に

岩
田
真
美

三
六
九



戦
後
に
お
け
る
親
驚
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想
三
七
○

（
５
）

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
で
「
戦
後
の
研
究
史
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
戦
後
の
知
識
人
の
学
問
的
傾
向
を
検
討
し
た

思
想
史
学
者
の
安
丸
良
夫
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

戦
後
日
本
の
学
問
的
な
知
は
、
戦
争
・
敗
戦
体
験
を
土
壌
と
し
、
そ
こ
で
醸
成
さ
れ
た
新
し
い
理
念
を
掲
げ
る
批
判
知
と
し
て
出

発
し
た
。
（
中
略
）
こ
の
新
し
い
知
は
、
専
門
分
野
を
超
え
て
、
近
代
日
本
社
会
へ
の
批
判
知
と
し
て
基
本
的
な
特
徴
を
共
有
し

て
お
り
、
学
問
分
野
を
区
分
け
す
る
壁
は
、
か
な
り
の
期
間
、
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
も
っ
と
粗
雑
に
概
括
す
れ
ば
、

二
項
対
立
的
に
明
快
な
啓
蒙
的
批
判
知
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
現
実
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
内
実
で
の
〃
近
代
″

（
６
）

を
対
置
し
よ
う
す
る
も
の
だ
っ
た
。

す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
を
経
て
、
明
治
維
新
か
ら
敗
戦
ま
で
の
時
代
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の
時
代
像
（
近
代
）
と
し

て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
戦
後
の
知
識
人
は
「
近
代
日
本
社
会
へ
の
批
判
知
」
と
し
て
出
発
し
た
が
、
彼
ら
に
は
「
前
近
代
と
近

代
」
、
「
日
本
と
西
洋
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
の
思
考
法
が
存
し
た
と
い
う
。
一
方
で
、
安
丸
は
そ
の
よ
う
な
二
項
対
立
論
は
、
時
代
の

（
７
）

推
移
と
と
も
に
多
元
化
す
る
社
会
状
況
の
中
で
現
実
の
複
雑
さ
を
捉
え
き
れ
な
く
な
り
、
説
得
力
を
失
っ
た
と
も
指
摘
す
る
。

で
は
、
戦
後
の
親
鶯
論
に
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
課
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
真
宗
教
学
史
研
究
に
お
い
て
、

（
８
）

戦
後
の
親
鶯
論
は
未
開
拓
の
領
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
戦
後
の
親
鶯
論
と
し
て
、
龍
谷
大
学
出
身
の
森
龍
吉
（
一
九

一
六
～
一
九
八
○
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
森
は
龍
谷
大
学
専
門
部
で
真
宗
学
を
学
ん
だ
後
、
同
大
学
の
文
学
部
哲
学
科
に
進
学
し
、
新

た
な
視
点
か
ら
親
鶯
研
究
に
取
り
組
み
、
先
駆
的
な
業
績
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
森
龍
吉
の
親
鶯
論
の
検
討
を
通
し
て
、
戦
後
の

研
究
史
の
一
端
を
振
り
返
り
、
そ
の
課
題
と
可
能
性
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。



（
皿
）

龍
谷
大
学
専
門
部
に
在
学
中
の
森
は
、
宗
教
学
者
の
松
井
了
穏
の
講
義
を
受
け
て
、
そ
の
影
響
の
も
と
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
の
宗

（
ｕ
）

教
社
会
学
、
と
く
に
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
関
心
を
も
っ
た
。
こ
の
た
め
専
門
部
を
卒
業
後
、
龍
谷
大
学
の
文
学
部
哲
学
科
に

１
森
龍
吉
の
生
い
立
ち
と
思
想
形
成

ま
ず
森
龍
吉
の
略
歴
を
紹
介
し
、
彼
の
思
想
形
成
の
過
程
を
検
討
し
て
お
き
た
い
・

森
龍
吉
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
三
日
、
三
重
県
四
日
市
市
で
生
ま
れ
た
。
森
は
在
家
出
身
で
あ
っ
た
が
、
地
元
の
三
重

県
立
富
田
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
両
親
の
奨
め
で
高
槻
の
行
信
教
校
に
入
り
、
さ
ら
に
龍
谷
大
学
専
門
部
で
真
宗
学
を
学
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
彼
が
浄
土
真
宗
の
篤
信
の
家
庭
に
育
っ
た
と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
森
龍
吉
は
自
身
が
育
っ
た
環
境

に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

私
の
家
庭
は
在
家
で
あ
る
。
祖
父
は
強
信
な
門
徒
で
伊
勢
講
を
ま
も
る
の
に
生
涯
を
か
け
、
山
科
別
院
（
本
派
）
の
お
と
り
も
ち

を
終
生
の
生
き
が
い
と
し
た
。
明
如
上
人
に
も
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
、
葬
儀
の
と
き
に
は
、
お
輿
を
か
つ
ぐ
栄

誉
を
得
た
と
か
た
り
つ
づ
け
た
。
祖
母
も
ま
た
じ
っ
こ
ん
に
し
て
い
た
だ
い
た
松
原
致
遠
さ
ん
や
太
田
覚
眠
さ
ん
に
、
妙
好
人
の

よ
う
な
人
だ
と
い
わ
れ
て
し
た
し
ま
れ
、
親
類
仲
間
か
ら
も
一
目
お
か
れ
て
法
味
を
よ
ろ
こ
ぶ
一
生
を
お
え
た
。
そ
の
血
を
う
け

て
か
、
私
は
在
家
か
ら
宗
門
の
大
学
に
学
び
、
尋
常
な
ら
ぬ
道
を
歩
ん
だ
が
、
宗
教
か
ら
背
こ
う
と
す
る
思
い
と
、
そ
れ
を
破
っ

（
９
）

て
ひ
か
れ
る
思
い
の
、
相
剋
の
う
ち
に
人
生
の
半
ば
以
上
を
す
ご
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
の
「
強
信
な
門
徒
」
で
あ
っ
た
と
い
う
祖
父
母
ら
の
姿
を
み
て
、
宗
教
的
感
化
を
受
け
て
育
っ
た
こ
と
が
、
森

て
ひ
か
れ
る
思
い
の
、
銅

す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
の
遇

の
学
究
生
活
の
原
点
に
あ
る
。

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

一
、
森
龍
吉
の
親
賛
論

七



進
み
、
社
会
学
を
専
攻
し
た
。
文
学
部
に
進
学
し
た
森
は
文
芸
部
に
所
属
し
、
雑
誌
『
宗
教
と
芸
術
』
を
発
行
す
る
か
た
わ
ら
、
中
井

正
一
、
新
村
猛
、
梯
明
秀
、
服
部
之
総
ら
を
招
い
て
学
内
で
講
演
会
を
企
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
軍
国
主
義
に
反
対

（
吃
）

し
て
弾
圧
を
受
け
た
者
も
あ
っ
た
が
、
彼
ら
と
の
交
流
は
森
に
社
会
科
学
へ
の
眼
を
開
か
せ
た
と
い
う
。
戦
前
に
学
生
生
活
を
送
っ
た

森
は
社
会
の
矛
盾
に
目
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
当
時
の
龍
谷
大
学
に
は
、

若
手
の
教
員
と
学
生
が
参
加
す
る
「
土
曜
会
」
と
い
う
哲
学
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
石
田
充
之
、
桐
溪
順
忍
、
星
野
元
豊
、
国

（
週
）

分
敬
治
、
武
邑
尚
邦
、
鈴
木
宗
憲
ら
が
集
ま
っ
て
お
り
、
森
龍
吉
は
そ
の
世
話
役
を
務
め
た
。
森
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
彼
ら

か
ら
多
く
の
も
の
を
吸
収
し
て
い
っ
た
。

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
○
）
、
森
は
龍
谷
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
し
、
旧
制
の
京
都
専
門
学
校
（
現
在
の
種
智
院
大
学
）
の
講

師
に
着
任
し
た
。
終
戦
後
の
昭
和
一
二
年
（
一
九
四
六
）
に
は
同
校
を
退
職
し
て
、
夕
刊
京
都
新
聞
社
の
設
立
に
協
力
。
同
新
聞
社
の

論
説
委
員
や
文
化
部
長
を
務
め
た
。
新
聞
記
者
と
な
っ
た
森
は
、
仏
教
教
団
や
大
学
の
戦
争
責
任
を
追
及
す
る
記
事
を
書
く
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
○
）
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
受
け
て
公
職
追
放
と
な
る
。
こ
の
と
き
仕
事
を
失
っ
た
森
が
書
い
た
懸
賞

（
Ｍ
）

論
文
「
『
自
然
法
爾
』
消
息
の
成
立
に
つ
い
て
」
が
『
史
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
年
の
海
外
推
薦
論
文
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
論

文
は
親
鶯
の
自
然
法
爾
の
形
成
過
程
の
社
会
史
的
意
義
を
論
じ
た
も
の
で
、
新
し
い
視
角
か
ら
親
鶯
の
教
義
を
考
察
し
た
と
し
て
評
価

（
喝
）

を
受
け
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
森
龍
吉
の
名
は
、
学
界
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
昭
和
二
六
年
（
一

九
五
二
、
森
は
滋
賀
県
滋
賀
郡
堅
田
町
の
町
史
編
蟇
の
仕
事
を
得
た
こ
と
で
、
日
本
史
研
究
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。
ま
た
こ

（
蛆
）

の
頃
、
堅
田
の
本
福
寺
文
書
の
調
査
を
通
し
て
、
哲
学
者
の
服
部
之
総
と
の
交
流
を
深
め
た
。

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
、
森
は
成
安
女
子
短
期
大
学
の
講
師
に
着
任
し
、
そ
の
後
、
同
大
学
の
教
授
、
京
都
外
国
語
大
学
の
兼

任
講
師
な
ど
を
歴
任
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
か
ら
龍
谷
大
学
経
済
学
部
の
教
授
と
な
り
、
教
務
部
長
や
経

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

七
二



２
森
龍
吉
の
研
究
業
績
と
そ
の
学
風

上
述
し
た
森
龍
吉
の
思
想
形
成
の
過
程
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
こ
で
は
彼
の
業
績
と
そ
の
学
風
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

ま
ず
森
の
主
な
著
作
を
あ
げ
て
お
く
と
、
『
日
本
仏
教
諭
』
（
日
本
科
学
社
、
一
九
四
七
年
）
、
『
本
願
寺
』
（
三
一
書
房
、
一
九
五
九

年
）
、
『
親
鶯
ｌ
そ
の
思
想
史
ｌ
』
（
三
一
書
房
、
一
九
六
一
年
）
、
『
生
き
る
た
め
の
仏
教
』
（
至
誠
堂
、
一
九
六
六
年
）
、
『
親
鶯
随
想
ｌ

そ
の
精
神
と
風
土
ｌ
』
（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
、
『
ふ
る
さ
と
の
軌
跡
ｌ
そ
の
崩
壊
と
蘇
生
を
さ
ぐ
る
ｌ
』
（
世
界
経
済
研
究
所
、

一
九
七
六
年
）
、
『
蓮
如
』
（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
研
究
対
象
は
、
親
鶯
や
蓮
如
を
は
じ
め
、
恵
信
尼
、
唯
円
、

明
如
、
毛
坊
主
や
妙
好
人
、
近
代
の
親
鶯
論
と
し
て
木
下
尚
江
、
倉
田
百
三
、
宮
沢
賢
治
、
服
部
之
総
、
丹
羽
文
雄
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
本
願
寺
論
、
仏
教
青
年
運
動
、
部
落
問
題
、
仏
教
者
の
社
会
的
実
践
な
ど
、
近
現
代
の
問
題
に
至
る
ま
で
幅
広
く
研
究
し
て
い
る
。

さ
ら
に
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
の
宗
教
社
会
学
を
取
り
入
れ
た
真
宗
解
釈
、
哲
学
や
民
俗
学
の
立
場
か
ら
真

宗
を
考
察
し
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
真
宗
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

森
龍
吉
と
親
交
が
あ
っ
た
石
田
充
之
は
、
森
の
学
問
的
傾
向
に
つ
い
て
、

マ
ル
ク
ス
シ
ズ
ム
や
そ
の
運
動
な
ど
に
は
好
意
的
な
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
恒
に
、
親
鶯
や
蓮
如
な
ど
の
も
つ
民
主
的
な
大
衆
的

宗
教
精
神
を
基
底
的
に
湛
え
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
筆
者
の
意
向
が
惨
み
こ
ま
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
朋
同
行
思
想
・
妙

好
人
精
神
、
呑
百
姓
的
生
き
方
を
強
く
打
出
し
、
所
謂
形
式
主
義
的
な
固
定
的
な
権
力
精
神
を
徹
底
的
に
排
除
し
て
ゆ
こ
う
と
す

る
著
者
の
意
図
を
窺
が
わ
せ
、
又
単
な
る
現
世
利
益
的
な
我
欲
中
心
的
な
御
祈
祷
的
生
き
方
の
如
き
も
の
を
鋭
く
批
判
し
排
除
し

済
学
部
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
た
が
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
○
）
三
月
一
三
日
、
急
性
心
不
全
の
た
め
六
四
歳
に
し
て
逝
去
し
た
。

（
Ⅳ
）

そ
の
没
後
に
は
、
著
作
選
集
が
出
版
さ
れ
た
。

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

七
三



戦
後
に
お
け
る
親
驚
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想
三
七
四

（
岨
）

て
ゆ
こ
う
と
す
る
意
向
な
ど
の
強
い
こ
と
を
も
併
せ
て
推
測
せ
し
む
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
森
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
観
に
足
場
を
置
き
つ
つ
、
「
親
鶯
や
蓮
如
な
ど
の
も
つ
民
主
的
な
大
衆
的

宗
教
精
神
」
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
『
本
願
寺
』
、
『
親
鶯
ｌ
そ
の
思
想
史
ｌ
』
、
『
蓮
如
』
な
ど
の
著
作

に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
森
は
教
団
内
の
親
鶯
で
は
な
く
、
民
衆
と
と
も
に
生
き
た
親
鶯
像
を
描
こ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
『
本
願
寺
』

で
は
、
教
団
史
と
い
う
よ
り
は
、
門
徒
・
民
衆
の
視
点
か
ら
「
民
衆
教
団
」
と
し
て
の
本
願
寺
の
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
『
親

鶯
ｌ
そ
の
思
想
史
ｌ
』
で
は
、
親
驚
の
思
想
が
い
か
に
生
み
出
さ
れ
、
民
衆
生
活
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
か
、
日
本
の
精
神
史
・
思
想

史
の
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
森
は
、
鎌
倉
仏
教
の
中
で
も
親
鶯
仏
教
は
「
日
本
人
が
経
験
し
、
創
造
し
た
と
こ
ろ
の
も
っ
と

（
岨
）

も
革
命
的
な
意
義
を
も
つ
思
想
」
だ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
思
想
史
に
お
け
る
真
宗
思
想
の
「
革
命
的
な
意
義
」
と
し
て
、
呪

術
否
定
と
神
祇
不
拝
、
他
力
回
向
と
「
信
」
の
探
求
、
煩
悩
の
強
調
と
悪
人
正
機
、
還
相
回
向
と
現
実
へ
の
回
帰
（
エ
ー
ト
ス
の
強

（
別
）

調
）
な
ど
の
特
徴
を
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
呪
術
否
定
や
神
祇
不
拝
の
思
想
は
、
後
の
教
団
が
常
に
政
治
権
力
と
の
関
係
の
上
で
苦
盧

し
て
き
た
問
題
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
強
大
な
本
願
寺
教
団
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
が
蓮
如
で
あ
っ
た
。
森

は
『
蓮
如
』
に
お
い
て
、
戦
国
動
乱
の
世
を
生
き
ぬ
く
た
め
に
、
蓮
如
が
取
り
組
ん
だ
思
想
上
の
課
題
を
「
王
法
と
仏
法
」
、
「
真
宗
と

民
族
」
と
い
う
二
点
に
求
め
、
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
森
の
『
蓮
如
』
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
評
価
も
あ
る
。
新
聞
記
者
時
代

か
ら
京
都
宗
教
記
者
ク
ラ
ブ
に
て
森
龍
吉
と
交
流
が
あ
っ
た
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
は
、
「
か
れ
の
『
蓮
如
』
（
講
談
社
現
代
新
書
）
な
ど

（
幻
）

は
学
問
的
な
創
見
に
富
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
個
の
文
学
作
品
と
し
て
も
通
用
す
る
」
と
評
し
て
い
る
。
森
の
著
作
は
、
司
馬
遼

太
郎
や
丹
羽
文
雄
な
ど
の
作
家
た
ち
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
が
文
学
者
と
し
て
の
資
質
を
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
を

（
躯
）

示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

一
方
、
森
の
『
日
本
仏
教
諭
』
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
の
観
点
か
ら
日
本
仏
教
を
論



じ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
本
書
の
一
部
を
な
し
て
い
る
無
常
観
の
考
察
は
、
大
学
時
代
に
雑
誌
『
宗
教
と
芸
術
』
に
連
載
し
た
「
無
常
観

発
達
史
」
を
根
幹
と
し
て
お
り
、
彼
が
身
に
付
け
た
宗
教
社
会
学
の
素
養
が
い
か
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
日
本
の
近
代
化
と
宗
教
の
問
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
も
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
」
や
内
藤
莞
爾

の
「
宗
教
と
経
済
倫
理
」
な
ど
に
影
響
を
受
け
た
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
の
『
日
本
の
近
代
化
と
宗
教
倫
理
』
を
取
り
上
げ
、
宗
教
社

（
羽
）

会
学
的
な
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
森
は
真
宗
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
同
様
に
エ
ー
ト
ス
的
な
性
格
が
見
ら
れ
る
と
主
張
す

る
が
、
他
方
で
は
、
安
易
に
真
宗
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
類
似
性
を
強
調
す
る
ベ
ラ
ー
の
手
法
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
真
宗
思

想
を
日
本
人
の
精
神
史
の
中
で
捉
え
直
す
こ
と
で
、
西
洋
の
模
倣
で
は
な
く
、
日
本
な
り
の
基
盤
か
ら
近
代
化
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を

（
型
）

探
求
し
よ
う
と
し
た
。
黒
田
俊
雄
に
よ
る
と
、
「
森
さ
ん
の
学
究
生
活
を
通
じ
て
終
始
念
頭
を
去
ら
な
か
っ
た
問
題
は
、
日
本
の
宗
教

（
妬
）

の
近
代
化
、
な
い
し
日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
の
問
題
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
森
龍
吉
は
『
真
宗
史
料
集
成
』
全
一
三
巻

の
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
、
第
一
二
巻
「
真
宗
教
団
の
近
代
化
」
と
第
一
三
巻
「
真
宗
思
想
の
近
代
化
」
を
担
当
し
、
近
代
の
主
要

（
妬
）

な
真
宗
史
料
を
集
め
、
そ
の
解
説
を
書
い
て
い
る
。
最
近
で
こ
そ
、
近
代
の
仏
教
研
究
の
重
要
性
は
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
”
）

が
、
早
く
か
ら
こ
う
し
た
問
題
に
着
眼
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
存
在
の
特
異
性
が
う
か
が
え
よ
う
。

さ
ら
に
森
の
学
風
を
検
討
す
る
上
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
民
俗
学
へ
の
関
心
で
あ
る
。
彼
は
戦
前
か
ら
太
平
洋
諸
島

に
散
在
す
る
民
俗
資
料
に
着
目
し
、
山
内
得
立
、
松
井
了
穏
、
久
松
真
一
、
古
野
清
人
、
星
野
元
豊
ら
の
諸
学
者
の
支
援
を
得
て
、
世

（
泥
）

界
の
著
名
な
民
俗
学
書
の
翻
訳
の
計
画
を
進
め
て
い
た
。
出
版
の
直
前
に
終
戦
を
迎
え
、
こ
の
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
後
も
彼
の
著
作
に
は
民
俗
学
の
影
響
が
垣
間
見
え
る
。
『
親
鶯
随
想
ｌ
そ
の
精
神
と
風
土
ｌ
』
で
は
、
親
鶯
の
教
義
は
ど
の

よ
う
な
風
土
環
境
の
も
と
生
み
出
さ
れ
た
の
か
、
民
俗
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
親
鶯
の
旧
跡
地
を
巡
り
、
そ

の
思
索
の
源
泉
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
た
「
海
」
と
い
う
論
考
で
は
、
親
鶯
の
著
作
に
は
「
生
死
海
」
「
煩
悩
海
」

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

三
七
五



「
群
生
海
」
「
本
願
海
」
「
信
心
海
」
「
一
乗
海
」
な
ど
、
「
海
」
と
い
う
表
現
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、

越
後
へ
の
流
罪
と
い
う
地
縁
な
く
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
森
は
、
親
鶯
が
流
さ
れ

た
越
後
の
地
に
向
か
い
、
そ
の
精
神
的
土
壌
を
思
索
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
ふ
る
さ
と
の
軌
跡
ｌ
そ
の
崩
壊
と
蘇
生
を
さ
ぐ
る

ｌ
』
で
は
、
妙
好
人
や
毛
坊
主
、
隠
れ
念
仏
な
ど
を
生
み
だ
し
た
郷
士
の
調
査
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
郷
土
が
日
本
の
高
度
経
済
成
長

に
よ
っ
て
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
そ
の
再
生
が
い
か
に
可
能
か
を
模
索
し
、
現
代
社
会
と
宗
教
と
の
関
わ
り
を
問
い
直
そ
う
と
し
た
。

他
方
で
、
そ
れ
は
真
宗
の
地
域
史
研
究
へ
の
道
を
切
り
開
く
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
晩
年
の
森
は
「
真
宗
思
想
史
」
研
究
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
星
野
元
豊
は
、
「
森
の
視
野
は

広
く
、
真
宗
学
・
社
会
学
・
宗
教
学
・
史
学
・
民
俗
学
・
哲
学
・
経
済
学
に
渉
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
新
た

（
羽
）

な
「
真
宗
思
想
史
」
研
究
を
樹
立
す
る
こ
と
を
志
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
領
域
横
断
的
な
視
点
か
ら
「
真
宗
思
想
史
」
研
究

を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
、
森
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
出
版
す
る
計
画
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

（
鋤
）

森
が
急
逝
し
た
た
め
、
そ
の
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

近
年
で
は
森
龍
吉
に
注
目
す
る
も
の
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
彼
は
学
際
的
な
視
点
か
ら
真
宗
研
究
を
行
い
、
ユ
ニ
ー
ク

で
創
見
的
な
業
績
を
多
く
残
し
て
い
る
。

１
戦
後
の
親
鶯
論
の
特
徴

こ
こ
で
は
戦
後
の
親
鶯
論
の
特
徴
を
概
観
し
、
ま
た
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
を
若
干
検
討
し
て
み
た
い
。

戦
後
の
親
賛
論
に
つ
い
て
検
討
し
た
池
田
行
信
は
、
そ
の
特
徴
を
「
唯
物
史
観
に
よ
る
親
鶯
像
」
や
「
近
代
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

二
、
戦
後
の
親
鶯
論
と
そ
の
課
題

三
七
六



（
証
）

－
」
に
強
い
影
響
を
受
け
た
親
鶯
解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
「
唯
物
史
観
に
よ
る
親
鶯
像
」
と
は
、
カ

ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
「
宗
教
Ⅱ
阿
片
」
説
（
『
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
』
）
の
克
服
と
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
国
家
の
死
滅
」
説
（
『
国

家
と
革
命
』
）
を
依
用
し
た
親
鶯
解
釈
に
知
ら
れ
、
「
近
代
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
影
響
を
受
け
た
親
鶯
解
釈
と
は
、
木
下
尚
江

（
犯
）

や
原
勝
郎
の
「
鎌
倉
仏
教
Ⅱ
日
本
の
宗
教
改
革
」
説
や
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
バ
ー
の
「
近
代
Ⅱ
脱
呪
術
化
Ⅱ
合
理
化
」
（
『
一
般
社
会
経

（
詔
）

済
史
要
論
』
）
と
い
う
主
張
に
示
唆
を
受
け
た
親
鶯
解
釈
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
森
龍
吉
の
親
鶯
論
に
も
み
ら
れ
る
特
徴

で
あ
る
。
森
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
観
に
足
場
を
置
き
つ
つ
、
国
家
や
貴
族
の
た
め
の
「
旧
仏
教
」
か
ら
、
民
衆
の
た
め
の
「
新
仏

教
」
へ
と
日
本
仏
教
を
改
革
し
た
鎌
倉
仏
教
の
中
心
的
存
在
と
し
て
親
鶯
を
捉
え
る
。
ま
た
呪
術
的
な
も
の
を
否
定
す
る
親
鶯
の
教
え（別
）

は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
近
代
Ⅱ
脱
呪
術
化
Ⅱ
合
理
化
」
と
い
う
近
代
的
宗
教
の
条
件
に
最
も
合
致
す
る
と
主
張
し
て
い
た
。

そ
こ
に
は
近
代
的
価
値
観
や
合
理
性
、
宗
教
改
革
、
内
面
的
信
仰
の
確
立
な
ど
、
欧
米
や
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
す
る
も
の
を
重
要
視
す

（
調
）

る
「
近
代
主
義
的
」
と
も
い
う
べ
き
傾
向
が
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
仏
教
学
者
の
末
木
文
美
士
は
戦
後
の
親
鴬
像
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

親
鴬
は
、
実
は
戦
争
中
に
は
過
激
な
国
家
主
義
者
に
よ
っ
て
も
て
は
や
さ
れ
ま
す
。
最
近
よ
う
や
く
そ
の
辺
り
が
再
発
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
大
き
く
転
換
し
て
、
戦
後
最
初
に
親
鶯
を
再
評
価
し
始
め
る
の
は
、
実
は
服
部
之
総

（
一
九
○
一
～
一
九
五
六
）
ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ば
民
衆
的
な
親
鶯

と
で
も
言
い
ま
す
か
、
そ
れ
が
次
第
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
常
識
化
し
て
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
親
鶯
と
い
う
の
は
非
常
に
民
衆
的

で
、
そ
れ
で
政
権
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
て
、
そ
れ
に
屈
せ
ず
、
未
開
の
関
東
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
民
衆
と
一
緒
に
な
っ
て
教
え
を

（
妬
）

説
い
た
と
い
う
、
そ
う
い
う
親
鶯
像
が
で
き
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
戦
後
確
立
さ
れ
た
戦
う
親
鶯
像
で
す
。

末
木
は
戦
前
と
戦
後
に
お
け
る
親
鶯
像
の
転
換
に
注
目
し
、
今
日
の
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
い
わ
ば
民
衆
的
」
な
親
鶯
像
は
戦

戦
後
に
お
け
る
親
鷲
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
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後
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
唯
物
史
観
に
基
づ
く
親
鶯
像
に
対
し
て
、
再
検
討
が
迫
ら
れ
る
研
究

（
訂
）

状
況
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

で
は
戦
後
の
研
究
に
お
い
て
、
唯
物
史
観
に
基
づ
く
親
鶯
像
が
強
調
さ
れ
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
森
龍
吉
は
、

「
服
部
が
民
衆
の
な
か
に
放
ち
、
国
家
権
力
に
真
向
か
い
に
対
決
す
る
親
鶯
を
描
き
出
し
た
と
き
、
そ
れ
は
戦
後
親
鶯
像
の
出
発
点
と

（
犯
）

な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
戦
後
の
親
鶯
像
の
出
発
点
と
し
て
服
部
之
総
を
あ
げ
て
い
る
。
講
座
派
の
論
客
と
し
て
知
ら
れ
る
服
部

（
調
）

之
総
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
蓮
寺
の
長
男
で
も
あ
り
、
戦
後
に
な
る
と
親
鴬
研
究
に
情
熱
を
傾
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
昭

和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
『
親
鶯
ノ
ー
ト
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
な
か
で
服
部
は
、
戦
時
中
の
真
宗
教
団
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て

き
た
親
鶯
の
「
朝
家
の
御
た
め
国
民
の
た
め
」
の
念
仏
が
説
示
さ
れ
た
七
月
九
日
付
性
信
坊
宛
消
息
の
再
検
討
を
試
み
た
。

詮
じ
さ
ふ
ら
ふ
と
こ
ろ
は
、
御
身
に
か
ぎ
ら
ず
、
念
仏
ま
ふ
さ
ん
ひ
と
び
と
は
、
わ
が
御
身
の
料
は
お
ぽ
し
め
さ
ず
と
も
、
朝
家

の
御
た
め
国
民
の
た
め
に
、
念
仏
を
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま
ひ
さ
ふ
ら
は
ば
、
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ふ
く
し
。
往
生
を
不
定
に
お
ぽ
し

め
さ
ん
ひ
と
は
、
ま
づ
わ
が
身
の
往
生
を
お
ぽ
し
め
し
て
、
御
念
仏
さ
ふ
ら
ふ
く
し
。
わ
が
身
の
往
生
一
定
と
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ

と
は
、
仏
の
御
恩
を
お
ぽ
し
め
さ
ん
に
、
御
報
恩
の
た
め
に
御
念
仏
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
ま
ふ
し
て
、
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法

（
伽
）

ひ
ろ
ま
れ
と
お
ぼ
し
め
す
べ
し
と
ぞ
、
お
ぼ
え
さ
ふ
ら
ふ
。

こ
れ
は
親
賛
に
お
け
る
護
国
思
想
、
あ
る
い
は
王
法
為
本
の
根
拠
を
示
す
と
し
て
、
戦
時
中
に
は
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
き
た
箇
所

で
あ
る
。
服
部
は
、
こ
の
消
息
が
出
さ
れ
た
背
景
を
他
の
消
息
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
、
こ
れ
は
「
朝
家
の
御
た
め
国
民
の
た
め
に
」

念
仏
す
る
人
々
に
対
す
る
親
鴬
の
「
反
語
」
が
込
め
ら
れ
た
護
国
思
想
を
否
定
し
た
文
で
あ
っ
た
と
主
張
し
、
戦
前
の
解
釈
を
否
定
し

（
“
）た
。
ま
た
服
部
は
、
戦
前
の
教
団
に
お
い
て
護
国
思
想
が
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を
考
察
し
、
そ
れ
は
覚
如
以
降
の
本
願
寺
教
団

（
妃
）

の
展
開
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
服
部
は
、
農
民
と
と
も
に
あ
っ
た
「
民
衆
的
」
な
親
鶯

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
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と
森
龍
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の
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真
宗
思
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」
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服
部
が
示
し
た
視
座
は
、
「
護
国
思
想
論
争
」
を
巻
き
起
こ
し
、
そ
の
後
も
「
親
鶯
と
社
会
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
盛
ん
に
議
論

（
娼
）

さ
れ
、
戦
後
の
親
鶯
論
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
戦
後
の
仏
教
史
研
究
を
は
じ
め
、
真
宗
教
団
史
・
教
学
史
研
究
に
も
批
判

的
に
継
承
さ
れ
、
教
団
の
戦
争
責
任
、
戦
時
教
学
の
反
省
、
真
俗
二
諦
の
問
題
な
ど
、
真
宗
教
団
と
国
家
・
社
会
と
の
関
係
を
問
い
直

す
視
座
に
つ
な
が
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
戦
後
の
親
鶯
研
究
に
は
、
戦
争
・
敗
戦
体
験
が
深
く
刻
印
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
醸
成
さ
れ
た
新
し
い
理
念
を
掲
げ
る
批
判
知
と
し
て
出
発
し
た
と
い
え
る
が
、
そ
こ
に
も
「
前
近
代
と
近
代
」
、
「
宗
教
と
国

家
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
論
が
み
ら
れ
る
。

２
新
た
な
研
究
視
座
と
し
て
の
「
真
宗
思
想
史
」

前
述
し
た
よ
う
に
、
森
龍
吉
の
著
作
に
は
戦
後
の
親
鶯
論
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
晩
年
の
森
が
新
た
な
研
究
視
座
を
開

拓
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

森
は
一
九
七
○
年
代
末
頃
か
ら
、
現
代
が
近
代
を
い
か
に
乗
り
越
え
て
新
し
い
展
望
を
開
く
か
が
課
題
と
さ
れ
る
変
革
期
に
さ
し
か

（
“
）

か
り
、
従
来
の
価
値
意
識
や
そ
の
体
系
が
崩
壊
し
始
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
次
第
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
歴
史
的
限
界
を
も
痛
感
す
る

（
妬
）

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
彼
は
、
戦
後
の
親
鶯
研
究
が
定
型
化
の
傾
向
に
あ
る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
に
な
る
。

森
は
親
寶
研
究
の
定
型
化
を
招
い
た
原
因
の
一
端
と
し
て
、
「
教
団
内
の
研
究
と
教
団
外
の
研
究
と
が
充
分
な
交
流
を
も
た
ず
に
平

（
妬
）

行
し
、
乖
離
の
溝
が
う
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
」
だ
と
指
摘
す
る
。
森
に
よ
る
と
、
近
代
に
お
け
る
親
鶯
の
再
発
見
は
、
明
治
三
○
年

代
に
お
い
て
、
清
沢
満
之
が
『
歎
異
抄
』
の
中
に
、
近
代
人
の
苦
悶
に
こ
た
え
る
親
鶯
を
発
見
し
、
木
下
尚
江
が
人
間
と
宗
教
の
最
も

像
を
描
き
出
す
と
と
も
に
、
親
鶯
と
覚
如
以
降
（
歴
代
門
主
）
を
分
け
る
こ
と
で
、
国
家
権
力
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
戦
前
の
教
団

を
批
判
し
よ
う
と
し
た
。

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
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の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

三
七
九



戦
後
に
お
け
る
親
驚
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

三
八
○

（
幻
）

鋭
い
改
革
者
と
し
て
親
鶯
を
把
握
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。
や
が
て
大
正
期
の
倉
田
百
三
が
描
い
た
民
衆
の
宗
教
者
親
鶯
の
人

間
像
が
、
大
衆
文
化
の
発
達
と
と
も
に
多
く
の
人
々
に
定
着
し
始
め
、
そ
の
流
れ
は
、
戦
後
の
服
部
之
総
ら
に
も
影
響
を
与
え
た
。
こ

れ
ら
近
代
に
お
け
る
親
鶯
の
探
求
は
、
宗
門
の
伝
統
的
親
鶯
像
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
『
歎
異
抄
』
の
親
鶯

像
に
重
点
を
置
い
て
き
た
面
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
戸
時
代
に
発
達
し
た
真
宗
教
学
は
『
教
行
信
証
』
の
親
鶯
像
を
重
視
し
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
親
鶯
像
が
交
差
し
つ
つ
、
統
一
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
研
究
の
展
望
が
開
け
る
と
森
は

（
妃
）

考
え
て
い
た
。
戦
後
の
親
鶯
研
究
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
視
野
を
拡
大
す
る
こ
と
、
研
究
領
域
を
異
に
す
る
も
の
が
集
ま
っ
て
自

由
に
討
議
す
る
場
が
必
要
だ
と
考
え
た
。

そ
こ
で
森
は
、
石
田
充
之
の
協
力
を
得
て
、
橋
本
峰
雄
、
阿
満
利
麿
、
梅
原
猛
、
黒
田
俊
雄
、
高
取
正
男
ら
と
数
年
間
に
わ
た
っ
て

（
⑬
）

『
教
行
信
証
』
の
輪
読
会
を
続
け
、
教
団
内
外
の
研
究
者
と
対
話
を
重
ね
て
き
た
。
論
争
を
好
ま
な
か
っ
た
と
い
う
森
は
「
対
話
」
を

（
卵
）

重
視
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
な
研
究
視
座
を
求
め
て
、
彼
ら
と
と
も
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
座
談
会
を
企
画
す
る
よ
う
に
な
る
。

親
鶯
の
生
誕
八
百
年
を
記
念
し
て
企
画
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
真
宗
学
の
視
点
か
ら
石
田
充
之
、
真
宗
史
か
ら
千
葉
乗
隆
、
哲

学
か
ら
梅
原
猛
と
橋
本
峰
雄
、
中
世
史
か
ら
黒
田
俊
雄
、
民
俗
学
か
ら
高
取
正
男
、
宗
教
学
と
思
想
史
か
ら
森
龍
吉
が
参
加
し
、
昭
和

（
副
）

四
七
年
二
九
七
三
十
月
二
九
日
と
三
○
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
親
鶯
の
生
涯
に
ま
つ
わ
る
数
多

い
「
謎
」
を
拾
い
上
げ
て
論
点
と
し
、
ま
た
教
義
面
で
は
、
浄
土
と
地
獄
、
呪
術
の
否
定
、
還
相
回
向
、
自
然
法
爾
な
ど
、
こ
れ
ま
で

（
艶
）

真
宗
学
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
に
も
新
た
な
視
角
か
ら
論
究
が
な
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
森
が
司
会
を
務
め
、
ま
ず
真
宗
学

と
真
宗
史
の
立
場
か
ら
石
田
充
之
と
千
葉
乗
隆
が
主
要
な
学
説
を
概
説
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
他
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
自
由
に
討
論
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
森
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
教
団
内
と
教
団
外
の
研
究
を
つ
な
ぎ
、
戦
後
の
親

鶯
研
究
を
乗
り
越
え
よ
う
と
模
索
し
て
い
た
。
彼
は
研
究
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
視
点
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
。



親
鶯
の
探
求
に
は
さ
し
ず
め
、
思
想
と
歴
史
の
両
面
か
ら
進
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
思
想
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
哲
学
、
宗

教
学
、
社
会
科
学
、
そ
れ
に
い
う
ま
で
も
な
く
真
宗
学
が
必
要
で
あ
る
。
歴
史
と
い
っ
て
も
、
古
代
・
中
世
史
に
、
真
宗
史
が
当

然
中
心
に
お
か
れ
ね
ば
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
八
百
年
も
以
前
の
生
活
内
景
を
洞
察
す
る
た
め
に
は
、
民
俗
学
の
参
加
を
求
め
ね
ば

（
認
）

な
ら
ぬ
。
そ
れ
ら
の
交
点
に
思
想
史
が
登
場
す
る
。

そ
れ
は
森
龍
吉
の
研
究
姿
勢
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
晩
年
の
森
が
目
指
し
た
「
真
宗
思
想
史
」
研
究
は
、
真
宗
学
と

（
別
）

真
宗
史
を
軸
に
置
き
つ
つ
、
そ
こ
に
哲
学
、
宗
教
学
、
社
会
学
、
民
俗
学
な
ど
の
成
果
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
構
想
を
生
前
に
森
龍
吉
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
星
野
元
豊
は
、
森
の
没
後
、
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

彼
の
学
的
地
盤
も
広
汎
に
わ
た
っ
て
い
る
。
広
く
宗
教
学
、
歴
史
学
、
社
会
科
学
に
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
裾
野
は
広
い
、
そ
の
広
い

裾
野
に
基
盤
を
お
い
て
特
異
な
視
点
か
ら
思
想
史
を
展
開
す
る
。
『
親
鶯
ｌ
そ
の
思
想
史
ｌ
』
『
本
願
寺
』
最
後
の
著
作
と
な
っ
た

『
蓮
如
』
は
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
も
う
生
涯
の
ま
と
め
と
し
て
独
特
な
真
宗
思
想
史
を
ま
と
め
る
よ
う
に
、

そ
の
た
め
に
は
講
演
や
評
論
は
犠
牲
に
す
る
よ
う
に
と
数
年
前
か
ら
し
つ
こ
く
進
言
し
て
い
た
。
彼
も
ま
た
そ
の
構
想
を
手
紙
に

も
ら
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
そ
れ
は
実
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
真
宗
思
想
史
を
完
成
し
て
い
た
ら
後
世
に
の
こ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ

（
弱
）

う
に
と
思
う
と
、
お
し
み
て
も
あ
ま
り
あ
る
。

森
龍
吉
が
志
し
た
と
い
う
「
真
宗
思
想
史
」
研
究
は
、
彼
が
急
逝
し
た
こ
と
に
よ
り
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
森
が
ど

の
よ
う
な
方
法
論
を
も
っ
て
、
教
団
内
外
の
研
究
を
接
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、

森
の
柔
軟
な
発
想
に
は
学
ぶ
べ
き
点
も
あ
り
、
現
代
の
真
宗
学
研
究
に
新
た
な
展
望
を
開
く
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

八



本
稿
で
は
戦
後
の
親
鶯
論
と
し
て
森
龍
吉
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
。
そ
こ
に
は
戦
後
の
親
鶯
論
の
特
徴
と
さ
れ
る
「
唯
物
史
観
に

（
弱
）

よ
る
親
鶯
像
」
や
「
近
代
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
強
い
影
響
を
受
け
た
親
鶯
解
釈
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
戦
後
の
知
識
人
に
は

（
訂
）

「
前
近
代
と
近
代
」
、
「
国
家
と
宗
教
」
と
い
っ
た
二
項
対
立
の
思
考
様
式
が
在
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
戦
後
の
親
鶯
論
に
お
い

て
「
国
家
権
力
」
に
対
時
す
る
存
在
と
し
て
「
民
衆
的
」
な
親
鶯
像
が
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
阿
満
利
麿
は
、
森

龍
吉
に
つ
い
て
「
先
生
の
本
領
は
、
絶
対
自
由
主
義
（
宗
教
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
い
い
か
え
る
方
が
、
よ
り
先
生
の
御
考
え
に
近
い
か

も
知
れ
な
い
）
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
文
明
批
評
に
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
真
中
に
は
さ
む
、
日
本
と

（
兇
）

世
界
の
歴
史
に
お
け
る
、
も
っ
と
も
困
難
な
思
想
状
況
を
身
を
も
っ
て
生
き
ぬ
い
て
こ
ら
れ
た
結
実
そ
の
も
の
で
も
あ
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
戦
争
・
敗
戦
と
い
う
体
験
が
深
く
刻
ま
れ
て
お
り
、
未
来
へ
の
希
望
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
戦
後
の
親
鶯
論
に
み
ら
れ
る
二
項
対
立
論
は
「
国
家
や
社
会
」
に
対
立
す
る
概
念
と
し
て
、
「
宗
教
」
を
私

的
領
域
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
近
年
、
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
「
宗
教
の
公
共
性
」
な
ど
の
問
題
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
、
よ
り
多
面
的
に
「
宗
教
」
を
捉
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
本
稿
で
は
、
晩
年
の
森
が
戦
後
の
親
鶯
研
究
の
定
型
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
視
座
を
模
索
し
て
い
た
こ
と

に
も
注
目
し
た
。
彼
は
親
鶯
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
座
談
会
を
企
画
す
る
な
ど
し
、
教
団
内
と
教
団
外
の
研
究
者
の
対
話
の
場
を

設
け
る
こ
と
で
、
研
究
視
座
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
た
。
さ
ら
に
森
自
身
も
、
真
宗
学
、
真
宗
史
、
哲
学
、
宗
教
学
、
社
会
学
、
民
俗

学
な
ど
を
総
合
し
た
観
点
か
ら
「
真
宗
思
想
史
」
研
究
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
志
し
半
ば
で
急
逝
し
た
た
め
、

彼
が
目
指
し
た
「
真
宗
思
想
史
」
研
究
は
完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
森
龍
吉
の
没
後
、
三
○
年
余
り
が
経
過
し
た
が
、
彼
の
発
想
や

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

お
わ
り
に

八
二



問
題
意
識
は
、
い
ま
な
お
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
真
宗
教
学
史
で
は
真
宗
学
者
の
み
を
研
究
対
象
と
し

が
ち
で
あ
っ
た
が
、
教
団
外
の
研
究
者
や
思
想
家
、
文
化
人
ら
に
よ
る
親
鶯
論
、
ま
た
そ
れ
ら
が
一
般
社
会
や
文
化
、
人
々
に
ど
の
よ

う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
よ
り
幅
広
い
視
点
か
ら
探
求
し
て
い
く
た
め
に
は
「
真
宗
思
想
史
」
の
よ
う
な
研
究
視
座
も
、
今
後
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
１
）
倉
田
百
三
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
）
。

（
２
）
末
木
文
美
士
「
迷
走
す
る
親
鶯
ｌ
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
考
ｌ
」
（
林
淳
・
大
谷
栄
一
責
任
編
集
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
七
五
号
、

特
集
「
近
代
仏
教
」
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
○
九
年
）
。

（
３
）
服
部
之
総
『
親
鶯
ノ
ー
ト
』
（
国
士
社
、
一
九
四
八
年
）
、
家
永
三
郎
編
『
親
鶯
聖
人
行
実
』
（
法
藏
館
、
一
九
四
八
年
）
、
丹
羽
文
雄

『
親
鶯
と
そ
の
妻
』
第
一
～
三
巻
（
新
潮
社
、
一
九
五
七
～
一
九
五
九
年
）
、
古
田
武
彦
『
親
鶯
』
（
清
水
書
院
、
一
九
七
○
年
）
、
吉
本

隆
明
『
最
後
の
親
鴬
』
（
春
秋
社
、
一
九
七
六
年
）
、
三
國
連
太
郎
『
わ
が
煩
悩
の
火
は
も
え
て
ｌ
親
鶯
へ
い
た
る
道
ｌ
』
（
光
文
社
、
一

九
八
四
年
）
、
高
史
明
『
歎
異
抄
の
こ
こ
ろ
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
三
年
）
、
山
折
哲
雄
『
親
鶯
を
よ
む
』
（
岩
波
書
店
、
二
○

○
七
年
）
、
五
木
寛
之
『
私
訳
歎
異
抄
』
（
東
京
書
籍
、
二
○
○
七
年
）
な
ど
。

（
４
）
柏
原
祐
泉
『
日
本
仏
教
史
近
代
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
○
年
）
二
九
七
頁
。

（
５
）
例
え
ば
、
安
丸
良
夫
・
喜
安
朗
編
『
戦
後
知
の
可
能
性
ｌ
歴
史
・
宗
教
・
民
衆
ｌ
』
（
山
川
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）
で
は
、
戦
後
の

思
想
史
学
、
歴
史
学
、
宗
教
学
、
民
俗
学
な
ど
を
牽
引
し
て
き
た
、
丸
山
眞
男
、
黒
田
俊
雄
、
村
上
重
良
、
色
川
大
吉
、
石
母
田
正
ら
が

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
各
分
野
に
お
け
る
戦
後
の
研
究
史
が
見
直
さ
れ
る
一
つ
の
契
機
と
も
な
っ
た
。

（
６
）
安
丸
良
夫
「
戦
後
知
の
変
貌
」
（
安
丸
良
夫
・
喜
安
朗
編
、
前
掲
書
）
三
～
四
頁
。

（
７
）
安
丸
良
夫
「
戦
後
知
の
変
貌
」
（
前
掲
書
）
。

（
８
）
近
年
で
は
、
池
田
行
信
「
戦
後
親
鶯
論
の
諸
相
」
（
『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
、
二
○
二
年
）
が
あ
る
。

（
９
）
森
龍
吉
「
恩
愛
の
な
か
に
あ
る
親
鶯
ｌ
丹
羽
文
雄
と
わ
が
兄
ｌ
」
（
『
親
鶯
随
想
ｌ
そ
の
精
神
と
風
土
ｌ
』
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）

二
三
九
～
二
四
○
頁
。

戦
後
に
お
け
る
親
鴬
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

八



（
Ⅷ
）
森
龍
吉
が
恩
師
と
称
す
る
松
井
了
穏
は
、
仏
教
大
学
（
龍
谷
大
学
の
前
身
）
を
卒
業
後
、
東
京
帝
国
大
学
や
パ
リ
大
学
に
留
学
し
て
マ

ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
ら
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
の
宗
教
社
会
学
を
学
び
、
龍
谷
大
学
の
教
員
と
な
っ
た
。
大
澤
広
嗣
「
宗
教
学
研
究
者
と

「
満
洲
国
」
ｌ
建
国
大
学
の
松
井
了
穏
ｌ
」
（
『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
○
○
七
年
）
参
照
。

（
Ⅱ
）
鈴
木
宗
憲
「
続
。
若
き
日
の
森
龍
吉
ｌ
堅
田
前
期
の
思
想
形
成
ｌ
」
（
川
瀬
健
一
編
『
森
龍
吉
著
作
選
集
ｌ
森
龍
吉
・
人
と
思
想
ｌ
』

東
洋
思
想
研
究
所
、
一
九
八
二
年
）
三
三
～
三
四
頁
。

（
皿
）
星
野
元
豊
「
森
龍
吉
の
史
学
と
そ
の
背
景
」
（
『
近
世
佛
教
』
第
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
、
一
九
八
二
年
）
。

（
昭
）
鈴
木
宗
憲
「
学
生
時
代
の
森
龍
吉
と
思
想
形
成
」
（
『
親
鶯
に
出
遭
っ
た
人
び
と
』
第
五
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
九
二
年
）
九
八
頁
。

（
Ｍ
）
森
龍
吉
「
『
自
然
法
爾
』
消
息
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
六
○
編
第
七
号
、
一
九
五
一
年
）
・

（
妬
）
柏
原
祐
泉
「
『
自
然
法
爾
』
の
世
界
ｌ
森
龍
吉
氏
の
親
鶯
研
究
ｌ
」
（
川
瀬
健
一
編
、
前
掲
書
）
三
八
頁
。

（
焔
）
服
部
之
総
は
本
福
寺
所
蔵
の
「
本
福
寺
旧
記
」
と
い
う
新
た
な
史
料
を
用
い
て
『
蓮
如
』
（
新
地
書
房
、
一
九
四
八
年
）
を
著
し
た
が
、

そ
の
後
も
堅
田
を
訪
れ
て
蓮
如
に
関
す
る
史
料
を
探
し
て
い
た
。

（
Ⅳ
）
川
瀬
健
一
編
『
森
龍
吉
著
作
選
集
ｌ
森
龍
吉
・
人
と
思
想
ｌ
』
（
前
掲
書
）
。

（
略
）
石
田
充
之
「
森
龍
吉
先
生
の
思
想
」
（
川
瀬
健
一
編
、
前
掲
書
）
二
九
頁
。

（
岨
）
森
龍
吉
『
親
鶯
ｌ
そ
の
思
想
史
ｌ
』
（
三
一
書
房
、
一
九
六
一
年
）
一
五
～
一
六
頁
。

（
別
）
森
龍
吉
「
真
宗
の
思
想
史
的
性
格
」
（
宮
崎
円
遵
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
真
宗
史
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
六
年
）
、
同
「
真
宗

思
想
に
お
け
る
超
越
と
内
在
ｌ
社
会
史
的
視
点
か
ら
ｌ
」
（
『
親
鶯
教
学
』
第
二
号
、
一
九
六
七
年
）
な
ど
。

（
Ⅲ
）
司
馬
遼
太
郎
「
私
の
中
の
森
龍
吉
」
（
『
東
洋
思
想
』
第
八
号
、
一
九
八
○
年
）
。

（
〃
）
丹
羽
文
雄
「
森
龍
吉
と
森
健
之
助
」
（
川
瀬
健
一
編
、
前
掲
書
）
一
六
頁
参
照
。

（
邪
）
ロ
パ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
の
『
日
本
の
近
代
化
と
宗
教
倫
理
』
（
堀
一
郎
・
池
田
昭
訳
、
未
來
社
、
一
九
六
二
年
）
を
も
と
に
、
森
龍
吉
は

「
日
本
の
近
代
化
と
真
宗
（
上
）
ｌ
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
視
角
と
問
題
意
識
の
設
定
に
関
連
し
て
ｌ
」
（
『
龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
』
第
七
巻
第

四
号
、
一
九
六
八
年
）
を
論
じ
た
。

（
別
）
森
龍
吉
「
日
本
の
近
代
化
と
真
宗
（
上
）
ｌ
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
視
角
と
問
題
意
識
の
設
定
に
関
連
し
て
ｌ
」
（
前
掲
害
）
、
同
「
真
宗
の
思

想
史
的
性
格
」
（
前
掲
書
）
な
ど
。

（
妬
）
黒
田
俊
雄
「
森
さ
ん
の
手
紙
に
つ
い
て
」
（
『
近
世
佛
教
』
第
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
、
一
九
八
二
年
）
。

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

三
八
四



（
洲
）
末
木
文
美
士
「
新
し
い
親
鶯
像
を
め
ざ
し
て
」
（
『
浄
土
思
想
論
』
春
秋
社
、
二
○
一
三
年
）
一
九
一
頁
。

（
訂
）
末
木
文
美
士
「
新
し
い
親
鶯
像
を
め
ざ
し
て
」
（
前
掲
害
）
。
ま
た
戦
後
の
親
鶯
像
を
見
直
す
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
二
三

年
（
二
○
二
）
に
親
鶯
の
七
五
○
回
忌
を
迎
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
後
か
ら
、
教
団
内
外
の
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
、
新
た
な
研

究
視
座
の
構
築
へ
向
け
た
議
論
が
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
今
井
雅
晴
『
茨
城
と
親
鶯
』
（
茨
城
新
聞
社
、
二
○
○
八
年
）
、
同

『
親
鶯
聖
人
と
東
国
の
人
々
』
（
自
照
社
出
版
、
二
○
○
九
年
）
、
池
田
行
信
「
戦
後
親
鶯
論
の
諸
相
」
（
前
掲
書
）
、
同
『
現
代
真
宗
教
団

論
』
（
法
藏
館
、
二
○
一
二
年
）
、
松
尾
剛
次
『
知
ら
れ
ざ
る
親
鶯
』
（
平
凡
社
新
書
、
二
○
一
二
年
）
な
ど
。

（
胡
）
森
龍
吉
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
親
鶯
ｌ
そ
の
人
と
思
想
ｌ
』
（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
）
八
頁
。

（
胡
）
そ
の
動
機
と
な
っ
た
の
が
、
服
部
の
論
敵
で
あ
っ
た
三
木
清
の
遺
稿
『
親
鶯
』
に
接
し
、
論
文
「
三
木
清
と
『
親
鶯
』
」
（
一
九
四
六

（
妬
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
の
編
集
委
員
は
森
の
他
に
、
千
葉
乗
隆
、
平
松
令
三
、
柏
原
祐
泉
で
あ
っ
た
。
森
が
担
当
し
た
の
は
、
森
龍
吉
編

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
一
二
巻
「
真
宗
教
団
の
近
代
化
」
（
同
朋
舎
、
一
九
七
五
年
）
、
同
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
一
三
巻
「
真
宗
思
想

の
近
代
化
」
（
同
朋
舎
、
一
九
七
七
年
）
・

（
”
）
児
玉
識
「
森
龍
吉
と
真
宗
」
（
同
『
近
世
真
宗
と
地
域
社
会
』
法
藏
館
、
二
○
○
五
年
）
一
五
頁
。

（
朋
）
星
野
元
豊
「
森
龍
吉
君
と
わ
た
く
し
」
（
『
東
洋
思
想
』
第
八
号
、
一
九
八
○
年
）
。

（
羽
）
星
野
元
豊
「
発
刊
に
よ
せ
て
」
（
川
瀬
健
一
編
『
森
龍
吉
著
作
選
集
ｌ
森
龍
吉
・
人
と
思
想
ｌ
』
、
前
掲
書
）
八
頁
。

（
別
）
星
野
元
豊
「
発
刊
に
よ
せ
て
」
（
前
掲
書
）
八
頁
。

（
訓
）
池
田
行
信
「
戦
後
親
鴬
論
の
諸
相
」
（
前
掲
書
）
。

（
兜
）
木
下
尚
江
『
法
然
と
親
鶯
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
年
）
お
よ
び
、
鎌
倉
新
仏
教
の
興
起
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
勃
興
に
比
較
し

た
原
勝
郎
の
論
文
「
東
西
の
宗
教
改
革
」
（
『
藝
文
』
第
二
巻
第
七
号
、
一
九
二
年
）
は
、
日
本
の
宗
教
改
革
を
鎌
倉
時
代
に
み
る
定
説

を
つ
く
り
だ
す
起
点
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

兎
）
池
田
行
信
「
戦
後
親
鶯
論
の
諸
相
」
（
前
掲
書
）
。

（
弘
）
森
龍
吉
「
日
本
の
近
代
化
と
真
宗
（
上
）
Ｉ
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
視
角
と
問
題
意
識
の
設
定
に
関
連
し
て
ｌ
」
（
前
掲
書
）

（
弱
）
大
谷
栄
一
「
「
近
代
仏
教
に
な
る
」
と
い
う
物
語
ｌ
近
代
日
本
仏
教
史
研
究
の
批
判
的
継
承
の
た
め
の
理
路
ｌ
」
（
『
近
代
仏
教
』
第
十

六
号
、
二
○
○
九
年
）
。
大
谷
は
、
こ
の
よ
う
な
近
代
主
義
的
な
見
方
に
対
し
て
、
確
認
論
的
・
方
法
論
的
反
省
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
指

六
号
、
二
○
（

摘
し
て
い
る
。

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

三
八
五
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（
“
）
森
龍
吉
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
親
鶯
ｌ
そ
の
人
と
思
想
ｌ
』
（
前
掲
書
）
一
五
頁
。

（
妬
）
星
野
元
貞
「
森
龍
吉
先
生
の
生
涯
ｌ
若
き
学
徒
へ
の
遺
言
ｌ
」
（
『
近
世
佛
教
』
第
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
、
一
九
八
二
年
）
・

（
妬
）
森
龍
吉
編
『
親
鶯
は
い
か
に
生
き
た
か
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
○
年
）
五
頁
。

（
岬
）
森
龍
吉
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
親
鶯
ｌ
そ
の
人
と
思
想
ｌ
』
（
前
掲
書
）
六
～
七
頁

（
蛆
）
森
龍
吉
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
親
鶯
ｌ
そ
の
人
と
思
想
ｌ
』
（
前
掲
書
）
六
～
二
頁
。

（
⑱
）
石
田
充
之
「
森
龍
吉
教
授
の
あ
り
し
日
を
偲
び
て
」
（
『
東
洋
思
想
』
第
八
号
、
一
九
八
○
年
）
。
石
田
に
よ
る
と
、
森
龍
吉
は
こ
の
他

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
会
や
出
版
の
企
画
を
立
て
て
奔
走
し
て
い
た
と
い
う
。

（
別
）
森
龍
吉
が
司
会
を
務
め
、
西
谷
啓
治
、
星
野
元
豊
、
赤
松
俊
秀
を
招
い
て
行
っ
た
座
談
会
「
「
親
鶯
聖
人
」
の
研
究
」
の
記
録
は
、
『
大

法
輪
』
第
三
一
巻
第
四
～
六
号
（
一
九
六
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
団
）
森
龍
吉
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
親
鶯
ｌ
そ
の
人
と
思
想
ｌ
』
（
前
掲
書
）
一
一
頁
。

（
脇
）
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
は
、
森
龍
吉
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
親
鶯
ｌ
そ
の
人
と
思
想
ｌ
』
（
前
掲
害
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
ま
た

本
書
は
、
そ
の
後
、
森
龍
吉
編
『
親
鶯
は
い
か
に
生
き
た
か
』
（
前
掲
書
）
と
改
題
の
う
え
、
一
九
八
○
年
に
講
談
社
学
術
文
庫
と
し
て

本
書
は
、
そ
の
後
、

（
㈹
）
『
真
聖
へ

（
虹
）
服
部
之

（
蛇
）
服
部
之

（
“
）
西
義
人

○
七
年
）
。

『
真
聖
全

再
版
さ
れ
て
い
る
。

年
）
を
垂

い
て
」
（

行
し
た
。 を
著

森
龍
吉
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
親
鶯
ｌ
そ
の
人
と
思
想
ｌ
』
（
前
掲
害
）
一
一
頁
。

星
野
元
豊
「
発
刊
に
よ
せ
て
」
（
前
掲
害
）
八
頁
。

星
野
元
豊
「
森
龍
吉
君
と
わ
た
く
し
」
（
前
掲
害
）
。

』
二
、
六
九
七
頁
。

服
部
之
総
「
い
わ
ゆ
る
護
国
思
想
に
つ
い
て
」
（
同
『
親
鶯
ノ
ー
ト
』
、
前
掲
書
）
。

服
部
之
総
「
い
わ
ゆ
る
護
国
思
想
に
つ
い
て
」
（
前
掲
害
）
。

西
義
人
「
親
鶯
と
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
の
諸
研
究
ｌ
「
護
国
思
想
論
争
」
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
二
号
、
二
○

戦
後
に
お
け
る
親
鶯
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
さ
ら
に
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
神
学
的
前
件
」
（
一
九
四
七
年
）
、

」
（
一
九
四
八
年
）
な
ど
を
立
て
続
け
に
発
表
し
、
そ
れ
ら
を
収
録
し
て
『
親
鶯
ノ
ー
ト
』
（
国
土
社
、 三

八
六「

い
わ
ゆ
る
護
国
思
想
に
つ

一
九
四
八
年
）
と
題
し
て
刊
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池
田
行
信
「
戦
後
親
鶯
論
の
諸
相
」
（
前
掲
害
）
。

安
丸
良
夫
「
戦
後
知
の
変
貌
」
（
前
掲
書
）
三
～
四
頁
。

阿
満
利
麿
「
故
森
龍
吉
先
生
を
し
の
ぶ
」
（
『
東
洋
思
想
』
第
八
号
、
一
九
八
○
年
）
。

戦
後
に
お
け
る
親
鴬
論
と
森
龍
吉
の
「
真
宗
思
想
史
」
構
想

三
八
七




